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　色も音も存在しないような閉塞的な空間で、俺は長い長い夢を見る。


　何事もない有り触れた日常。学び舎で友と過ごす日々。部活に遅れて顧問に叱責を浴びせられた挙句に廊下に立たされるという、冗談でもあって欲しくない夢。

生徒会で先輩や風紀のやつらと一緒に書類の整理や会議をして充実な時間を過ごす夢。屋上で授業をサボって寝る夢。下校途中に誰かに呼び止められて、一緒に寄り道する夢。

「さっきはこっぴどく叱られたなッ。おっし！俺がおごってやる！」
「本当か？――ってそんなに金無いんじゃないの？」
「相馬だって寮生だろ？同じこと言えた義理かよ」
「ははっ、確かに」

　思い出せないのは、大切な友の名前。


「――――」
　コレは何？
いつの記憶だったかな。ヒトとして過ごした時間がやけに鮮明に頭に浮かび上がる。しかも何故か新しい記憶から古い記憶へ、まるで時間を戻しているかのようだ。

そしてその夢は必ずどこか欠落している。今の夢が友達の名前であったように。

――嗚呼、次はこれか。『俺があの街に10年振りに戻ってきた日』。
　岳羽に警戒心むき出しに睨み付けられて、しかも後から出てきた桐条先輩共々拳銃ぶら下げて。本当はあの時、不法侵入者だと間違われて打ち殺されるのかと

冷や冷やした。何もされずには済んだけど、それから暫くはずっと怪しがるような目で岳羽に見られてたような気がする…。
――この時の夢は特に誰かの顔や名前を忘れたわけじゃない。…ただ、俺が今まで共に戦ってきた“ペルソナ”の名前をあまり鮮明に覚えていないだけ。

この夢だけは絶対に忘れたくないと願ったから。
　次は中学の時。相変わらず叔父さんの仕事の都合で街を転々としてた頃のこと。クラスメイトの名前を全部覚える前に転校をしてた俺に、友達と呼べる存在は居なかった。

元々濃厚な人付き合いが得意じゃないけど、それにしてもあの頃は独りぼっちだった。ただ俺の事を何一つ知らない皆は普通に俺に接してくれたし、転校の際には手紙なんか

寄越してくれた。独りとは言えど、それなりに周りは親切だった。
　――ただ、何を親切にしてくれたのかまでは覚えてない。よく分からないけど、この時の事を思い出すと胸が自然と温かくなれた気がした。
　次は小学校中学年の頃の時。この辺りの記憶はやけに細かいな…。親を亡くした哀しみからどうにか立ち直った俺は、至って平然を装うことにした。出来るだけ周りには

心配を掛けたくなかったから。でも実際は違った。まだ幼くて現実と自分の気持ちを割り切れないから(普通そうなんだろうけど)、両親を亡くした俺の態度の落ち着きように

皆気味悪がってた。どうして哀しくないの？とか、信じられないとか、陰口もろくに知らないから言われたい放題だった。挙句の果には教育相談の時、担任に「強がらなくて良い」と

言われ泣かれてしまった。強がってるつもりは微塵もなかったのに、結果として周りにはそう見えてたらしい。流石にこの時は他人への気遣いを阿呆らしく感じた。
　――よく悪い記憶って鮮明で濃いって言うけど、この時期の記憶は不鮮明すぎる。散々言われてきたのに、覚えてるのは相手の口元だけ。俺に矛を突きつけた口だけ。
　次は…両親を亡くしたあの日。緑の夜に包まれた静寂の中、その時は訪れた。実験のイレギュラーで運悪くそこに走っていた車は巻き込

まれ、乗っていた俺は冷たいアスファルト

へと投げ出された。頭を打ってからようやく意識が戻って、慌てて車を見ると両親がその下敷きになっているのが見えた。鼻につくヒトの焼ける臭い、断末魔、辺りを飲み込む赤い炎。

現状を飲み込むには俺の頭は小さすぎたのだろう。ただ両親の焼け死ぬ様を呆然と眺めていた。頭が真っ白になって、フリーズしたように俺は動けなくて、ただ虚ろな顔で虚空を見上げた。

不気味に煌めく満月が大きく見えた。…それからすぐにだ。声にもならない声が静寂を引き裂いた。酷く耳障りなノイズ音が喘ぎ苦しんだかと思うと、いきなり俺の方へと飛び込んできたのだ。

黒い外套を纏い手に有りとあらゆるモノを断つ剣を持った死神が。死神は俺の中に侵入してくると同時に気配を消した。その刹那、俺の意識は途絶えた。
　――その死神は哀しんでいるようでもあって、その実悦んでいた。死神の腕に心臓を鷲掴みにされた感触が苦しくてたまらなかった。


　長い夢はいつも高校生活から始まって、決まって両親を亡くしたあの日で終わる。そして俺は何事もなかったかのように目を覚ます。最後の…10年前のあの日の夢で、

必ず俺は白い部屋に居ない。
「あ…おはよ…」
「おはようじゃないよ～。君いつも寝てる時間長いから、僕暇で暇で」
　見れば、爆睡している俺の真横で膝を抱えた綾時が居た。
　いつ寝てしまったのか考えるけど、いつもその答えに行き着く前に綾時に絡まれてしまう。

　まあいいか。面倒くさくなって、考えるのを止めることにした。
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「唯く……あ。」
　何もする事がなくって(そりゃ、いつも暇だけどさ)唯君にちょっかいを出そうと思ったら、彼は夢の世界へと旅立っていた。この幸せそうな寝顔を見ちゃうと、僕はどうも起こせない。
　綺麗に縁取られた瞼から伸びる長い睫毛。白い肌を覆う青い髪。規則的に呼吸を繰り返す度に上下に動く、彼の胸。しかも唇が微妙に開いてる様子が妙に艶っぽい。
(―駄目なのに！)
　寝込みの彼を襲ってしまおうかと一瞬頭に過ぎるけど、そんな事やっていいはずがない。それこそ幻滅されるかも知れない。だから何度も自分に「駄目だ」と言い聞かせて、

万に一つでもそんな事がないようにと少し距離を置いて座り込んだ。
　少し離れた位置から唯君を眺めた。
　小さく丸まって寝る様は本当に可愛らしかった。僕のもう1人の母は、時に気高く、時に麗しく、時に無邪気で愛らしい。何にも染まらない白とはまさにこのことを言うんだろうなと思う。 
　僕(死)を生んだ母も優しくて穏やかな夜を纏っていたけど、だからこそ真っ黒だった。それは性格の話ではなく、ただ単純に彼女を象徴して言ってるだけなんだけど。

言葉では表しづらいけど、でもとても優しかった。包まれるだけで、安らかな気分になれる。暗渠へ流れ落ちる雫のように、どこまでも深くてどこまでも沈んでいく。奈落の底。
　唯君といると凄く安心するし、そのところはよく彼女とよく似ていた。抱き締められると暖くて柔らかくて、すぐ近くにある彼の心に触れてみたくなる。

彼女とダブって見えることもあって、もっと彼を曝して欲しくなる。
　でも彼はそれを赦してくれない。心を暴かれるのを極端に嫌がる。今だからこそお互いに何も隔てがないわけだけど、初めの頃は強引に触れようとしただけで、凄く怯えられてしまった。

それだけ彼の精神(こころ)は脆いのだと、初めて僕は知った。いや、本当はもっとずっと前から躯で知っていたのかな。だから腕を解くように、花弁を１枚ずつ毟り取るように、

ゆっくり時間をかけて丁寧に君の核心に触れた。最後の1枚を剥ぎ取って最奥に見た君の心はガラス細工のように美しかった。

　君は優しいヒトだから、ある程度垣根を崩してからはすんなりと僕を受け入れてくれた。受け入れようとしてくれた。ただそれが純粋に嬉しくて、僕は君に更に溺れてしまった。
「んんー…」
　隣りで幸せそうに眠っていた唯君が目を覚ました。目を擦って寝ぼけた頭をよくやく起こしたみたいで、「おはよ」と笑い掛けてくれた。

　僕はよくやく彼が起きてくれたので、寝起きの彼に飛び付いた。
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　奇跡を起こした日からどれくらいの歳月が経っただろう。最初は馬鹿みたく指折り数えてたのに、だんだん「１日」っていう間隔すら怪しくなってきて、ヒトとしての時間の流れと

ここでの流れは全くの別物だと言うことが分かってからは止めてしまった。アレだ。散々使い慣れた「どうでもいい」。

「なあ綾時――」

　綾時なら多少こっちのことは分かってるだろうから、アレからどのくらい月日が経ったのか分かるかも知れない。そう思って声を掛けた時だった。

　綾時はやけに神妙な顔つきをして、『扉』を睨み付けている。

「最近…、“彼”、煩くなってきたね…」

「ん？嗚呼…」

　そう言われれば、と俺も扉の方を見る。静かに固く閉ざされた扉の合間から、悲痛な叫びが聞こえてくる。地獄から這い上がる亡者の唸り声。それは聞くに耐えられないほど

痛い叫びで、俺の心は苦しくなった。

　また今日も彼らの死への渇望が啼いてる。

　綾時に…ニュクスに…触れたがってる。

　『死』は望まれて来るものだから、俺が居なければ簡単に“奴”の元へと引き摺り出されるのだろう。そして今度こそ振り翳してしまうのだろう、終末への剣を。

ズキッ…

「ぁあ…っ」

　扉の外側で“奴”が強引に封印を引き千切ろうとしたのか、俺の心臓が小さな悲鳴を上げた。でもそれぐらいのことでは封印は破れない。

　絶対にさせない。

「大丈夫…僕が側に居るから…」

「うん…」

　時々“奴”と対峙すると、俺の心のどこかで冷たくて昏いものが湧きあがった。煩悩の塊に吸い寄せられそうで、嫌な恐怖心に苛まれる。

　所詮は俺もヒト、ということか。

　心底自分がおかしく思えて自嘲してしまう。

　そういう時、決まって綾時は俺を抱き締めてくれる。そして励ますように、何度も優しい言葉を投げ掛けてくれる。「君の封印は完璧だった」のだと。傷一つ無い綺麗な指で

髪を梳いて、少しだけ冷たい唇で俺の額に口付ける。

　暫く怯えてた俺もその言葉に安堵して、ようやく落ち着きを取り戻す。

　そう。確かに完璧だった。

　俺はヒトでありながら、ヒトならざる偉業を成し遂げた――筈だった。

　少なくとも、今までは。

　綾時は腕の中の俺に何度も「大丈夫だ」と言う。だが実際はどうだ。寧ろ大丈夫に見えないのは綾時の方だ。

　俺に向けて言ってる言葉なのに、それはまるで綾時自身に言い聞かせてるように思えてならない。まるで「そうであって欲しい」と懇願するように。

「なあ…綾時……」

後、どのくらい保つんだろう。
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　もう、すぐそこまで迫ってきている。
　扉の合間からは、昏くて奈落の底から這い上がってくるような亡者の声が聞えた。――“彼”だ。僕を…呼んでるんだろうね。
　最近、やけに“彼”が煩い。奇跡を起こした日、確かに人々の心からには光り溢れるものがあったのに。なのに、何故もう望むの、僕を。死を。
　唯君が封印を施してからと言うものの、ここは今とは打って変わって静かだった。それこそコレを『平和』と言うんだろうと思う。僕は君に抱かれ、

再び大好きな皆に災厄が降り注がないようなと息を潜めた。神頼みってのもやってみた。そのお陰かどうかは…まあ無いんだろうけど、特に何も起こらなかった。

ただ毎日を唯君と過ごして、2人だけの他愛ない時間が過ぎていった。
　なのに。
　ヒトの精神(こころ)とは常に不安定だ。揺らめいていた天秤は、不安という錘で容易く傾いてしまう。
　あんなに光り満ちていたのに、今ではあんな亡者を造り出す程、負の感情が渦巻いてきている。結果これだ。目の前の唯君は、苦しんでいる。

僕を“彼”に触れさせまいと、必死に僕を守ってくれている。胸を握り締めて、荒呼吸を繰り返して、扉に触れようとする“彼”から僕を…。なのに僕は何一つしてあげられない。

“彼”と接触してしまえば僕は否応無しにこの世界に死をもたらすことになる。そんなのは嫌だ。…でも抵抗する事も出来ない。結局僕はこうやって唯君に守られてばかり。
　唯君がたまに自嘲的に笑うものだから、僕は思わず君を抱き締める。そんな風に笑って欲しくはないから…。
　唯君はよくやってくれた。
　どうか自分を責めないで。
「君の封印は完璧だった」
　ヒトにもこんなことが出来るなんて正直驚いた。…いや、ヒトだから、の方が正しいのかな。他の生命体よりも一番優れた心がこんな奇跡を可能にした。
　命を賭けて。


　――でも所詮はヒトだ。神にはなれない。

　君は今日と言う日まで、本当によく頑張った。
　出来れば…こんな奇跡がずっと、続けば…良かったのにね……。

「なあ綾時…、
後………どれくらい保つんだろう」

　僕はその問いにまともに答えられなくて、

「君は…今までよく頑張ったよ…」

としか、言うことが出来なかった。



　奇跡は、もうすぐ終わりを告げるだろう。
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　俺という存在が死んだ時、それはこの世界の終わりを意味する。絶対そんなことがあってはならない。だからこそ今日という日まで頑張ったのに――
　固く閉ざした筈の『扉』はやがて開いてしまう。…俺の封印も終わるのか。
「あっけ…ないな…」
「そんな風に言わないでよ…。君は頑張った」
　僕に寄り掛かったまま呟く唯君は、随分疲れた顔をしていた。これだけの長い間を1人で耐えたんだ。間も無く訪れる終焉を目の前にして、君には

「頑張った」としか言い様が無い。
　でもどんな言葉をかけても、君は自分を責めるばかりだ。…いや、もう諦めてしまったのかな。何も出来ずに、もうすぐ封印が壊されてしまうのをジッと待つことに。

　どれくらい前だったかな。封印を施してから暫くしないうちに、アイギスさんたちがこの扉の前に来たのは。ニュクスの到来と世間では騒がれてすぐ後の

ことだったから、街の皆の様子がおかしかったのも無理は無い。あの時は皆が封印を破ろうとする“彼”を倒してくれた。その時の唯君は凄い嬉しそうでもあり…

哀しそうでもあった。
　未来を彼らに託せるという希望、彼らのような人々が居れば、“彼”が生まれることも、封印も解かれるこも無い。でも、ワイルドに目覚めて『命のこたえ』に

辿り着いた彼女は――死んだ。正確に言えばちゃんと生き返ったんだけど、『奇跡』を起こした人間はその場で力を使い果たし…死んでしまう。唯君はそれすらも

嘆いたんだ。自分の力が及ばないのが悔しいって。

ギシッ…

　『扉』の軋む音がする。
　鎖が砕ける音が響く。

「来るね…“彼”」
「別れも近い、か」

　俺は抵抗する力もその気もない。奴が死を求めるのなら、それを一つの結果として受け入れる。どんなに守っても皆が死を欲しがるのなら、与えてやるのも

一興かと思う。

　それで地上がまっさらな大地へと成り果てても。
　いつの時にも『希望』は存在するから。何もない地面から草が芽吹くように、天の恵みが降り注ぐように。実はそれすらも『奇跡』だと言うことを俺は知っている。
　だから賭けてみようと思う。
　死に絶えた大地から、再び人類が立ち上がるのかを。
　命は循環してるから、今、自分にとって何が大切なのかさえ分かれば、きっと次生まれ落ちる時は大丈夫だと信じてる。どんなに絶望的な状況でも、ヒトは這い上がれる、と。


　『扉』に罅が入り、軋みながら崩れ墜ちる。
　そこに現れたのは黒い塊のようなもの。ヒトの悪意の塊。安易に僕に触れたがる心。
「エレボス――」
　気味の悪い赤い目を光らせ、こちらを凝視している。
　近くに居るだけで僕らの心が苦しくなる。ヒトの禍々しい感情が直に流れ込んで来るようだ。
　エレボスの巨体から長い腕が伸びる。腕は真っ先に僕を捕らえ、ギリギリと掴みあげた。
「…丁重に扱ってよね」
　睨み付けたところで向こうには分かってないんだろうけど。
「綾時！」
　足元を見ると、唯君が精一杯手を伸ばしてるのが分かった。僕はその手を掴みたくて、必死に手を伸した。
「唯君…もう、お別れ…だね…」
「うん…。
でも俺…待ってるから…『奇跡』を」
「その時は、僕も君も…普通の人間だといいね」

　伸した手と手が触れ合う。
　そのまま一気に引き寄せて、最期の口付けを交わす。君の唇は、相変わらず柔らかくて少し暖かった。


　僕はこれからこの世界に死をもたらすだろう。

　でも…いつか君とまた逢えるから。

　僕たちは１つのもの。


　唯君の涙ながらの笑いが見えた刹那、世界は終わりを告げた。



　終わりは始まりの合図。
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2009年春――

　ここ月光館学園高等部に転校してから半年近くが過ぎた。両親の仕事の都合と単に「海辺に住んでみたかった」の理由で、去年の秋に引っ越してきたのだった。

11月なんて季節外れの転入だったから、第一印象は抜群だった。名前覚えられるまで「季節外れの転校生くん」だぞ？せめて苗字くらい覚えて欲えろよ。
　それから半年過ぎて、殆ど変わらないメンツで２年に持ち上がった。順平や友近なんて一番初めに声掛けてくれた奴らがいたから少し安心したし、

岳羽やアイギスもよく親切にしてくれて俺は直ぐに打ち解けられた。
　そして新学期の今日。新しい転校生が来るらしい。
「ホラ、早く座りなさい。ＨＲ中煩いなんて文句言われんの、アタシなんだからね～」
「「………」」
　嗚呼…また始まった。担任の現国担当の鳥海先生は、見た目は綺麗なくせに口が怖い。1年の時も担任だったけど、ふざけてただけで廊下に立たされた。順平が。

シビアな人だけど、本当は気の利く優しい人だと俺は思う。少なくとも、俺には親切だ。俗に云う贔屓？
「今日ま皆さんに転校生を紹介します。…ほらっ、早く入りなさい」
「あ、はい」
　廊下から聞こえる声にびくりとする。何故だろう。凄い懐かしい声。
　そして目を疑った。
　すらりと長い身長、血管が空けそうなほど真っ白な肌、硝子細工のように透き通った蒼の瞳、その下の泣き黒子、サラサラした黒髪をしっかりと後ろに上げて、

黄色い長いマフラーを靡かせた…
「彼はご両親の都合で先日まで海外に居たそうです。何分日本の常識には疎いようだから、皆、助けてあげてね」

　アイツだ。間違ない。

「初めまして。望月――」
「…綾時！」
　自己紹介の途中なのにも関わらず、俺は思い切り立ち上がって叫んでいた。我ながら恥かしい。
「唯さん…どうかしたんですか？」
　いきなり立ち上がったもんだから、隣りのアイギスか驚いて俺を見た。ブレザーの裾を引っ張って「座って」と小声で言ってるのを無視して、俺は教卓の横に

立つアイツを見る。
　あからさまに「何？」とびっくりしていたが、暫くして酷く驚いた様子でこちらを見つめてきた。
「あ、れ…唯君…？」
「…久し振り…」
　その時、言うまでもないけど俺たちは教室のど真ん中で抱き合ったわけで、後で皆から生暖かい視線を向けられた。


「ほら言ったろ。『奇跡』は来るって」


　やっぱり君は凄いヒトだった。

　母なる者を抱いたことも、
　世界を見捨てず信じ抜いたことも、
　再会を果たせたことも、


　全て君が起こした“奇跡”。
　終わりは始まりの合図。
　始まりは終わりの合図。


　次終わる時までに、僕は君と普通のヒトとして過ごすことが出来る。


　幸福(しあわせ)だよ。





(終)

【-1】

　春の日差しが眩しい。
　暖かな陽を掲げた空は星が透けてしまいそうなくらい(大げさな例えだけど)澄んでいた。
　蒼い空を1つ、また1つと桃色の花びらが流れていく。
「いいもんだね、こういうのも」
「始業式早速サボって人の膝の上で寝てるのが？」
　どっちだろうね、とか、馬鹿、とかそんな普通の会話で笑いが溢れた。ただ言葉を交わすだけで楽しい。
　唯は膝の上の彼の頬を愛おしげに撫でて、指で軽くつついた。
「唯君、嬉しそうだね…」
「そりゃ…ずっと待った、からさ」
「……」
　どれくらいの時が過ぎ去って逝ったかは分からない。でも、今日という日が訪れるまで愛しい彼を思い浮かべた。朝と夜を繰り返し、そして今まさに彼が傍らに居る。
　どんな風に返したら良いか分からない。そんな視線を綾時は向ける。
「顔に出やすいって便利だな。こういう時」
「まーね」
　それって褒めてるの？
　多分な。
――自分の気持ちに気付くのが遅すぎて言えなかった、沢山の言の葉。その空白を埋めるように口から零れるモノを、綾時は一つずつ優しく受け止めるように返してくれる。
　あの時に気付けばよかったのに。
　そしたら、少しくらいは笑い合えたかな。

　突然風が吹く。
　綺麗な花をつけている木々は強く揺すられ、愛らしく咲き誇った花弁は宙へと投げ出された。
　桜の花びらが風に煽られて勢いよく天に昇る。
　透き通ったスカイブルーに散りばめられた花びらが真昼に浮かぶ星のようでとても綺麗だった。
「――…」
　風が止んで空の星ははらはらと落ちてくる。
　それに向かっていっぱい天に向かって腕を伸ばす。そして星を掴む。
「捕まえた」
　何が？と綾時は首を傾げる。すると唯は腕を下ろして、拳を開いた。
「これ」
「嗚呼…さっきの風で舞い上がった桜の花びらだね」
　うん、そう答えてまた吹いてきたそよ風に星を逃がす。
「俺らなんてさ…、こんなちっぽけな一生、あの花みたいに簡単に散るんだろうな…」
　あの花たちのように、いとも容易く吹き飛ばされてしまう。生命の歴史と云う偉大なものを前にしてみたら、ヒトの一生などとても脆く儚い。
「でも、それを嗤う奴は赦さない。
こんなでも…最期にさ、“良かった”って思える咲（生）き方したいじゃん？」
　あの時みたいに。
　俺達が最期に選んだ道、誰にも否定させない。
「君は最期の時まで輝いてたよ、とても」
　そして今も、あの時と変わらない瞳で僕を見つめている。
「綾時…俺、今凄い幸せ…」
「うん…」
　僕も、という代わりに綾時は起き上がって唯君を抱き締める。甘い石鹸の香りと柔らかな感触が僕を包み込んで、ソレが安らぎを与えてくれる。かつての母のように何処

までも深い夜を纏った心地よさが僕をあやすように包み込む。恐怖で胸が張り裂けそうな時、夜はいつも僕の傍にいて慰めてくれた。

　そんな君(お前)が僕(俺)は何よりも愛しい。

　僕の母で、友人で、恋人で、そして僕自身で。
　俺の子供で、友人で、恋人で、そして俺自身を。

『幸せな恋』
「え？」
「今の俺の気持ち」

　力いっぱい、少し乱暴に抱き返してやる。
　苦しいってうめき声が聞こえるけど、そんなのは綺麗にスルーする。


あの時に振り解いた腕、今度は最期まで離してやらない。






（終）

キンキの「ボクの背中には羽根がある」を聞いた瞬間に、「これは綾主じゃないか！」なんて思いついて描いてみました。

タイトルは曲中からお借りいたしました。

